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雑報　ご　漕息

O八セイ呼声逝ζ　来國ミシガン
州アンナボア（Ann　Arbor）大學のLデ
｝ロイ｝1天文皇長W．∫．HusseアSl　i　t

1862年入月10日来國オノ、ヨ州に生れすこ。

家が貧しく，若い頃に學校教師や測量師

なごかやってみずこが，1889年ミシガン大

賞の＝ヒ木工學部な卒業し，暫く，　ソシ’ン

トン市の航海暦編纂局に勤めブここミがあ

る．しかし間もなく母校ミシガン大學

に招かれて，三年間，敷戸及び天丈學の

講師たつ高め・兼れてLデトロイトコ二丈

璽の蔓長事務祉取つナこ・次いで1892年に

にカリフナニア州スタンフナド大望の天

文野芝敏授に任ぜられ，三年後にに其の

正教授に昇進しブこ．此の頃，彼ば近くに

あろハミルトン山上のリク天文塞な屡々

訪び，かのロpダム（Rordam）彗星の研
究なごによつf（名た畢げナこ・1896年彼ば

バーナードの後任オしてリク天丈翠霞ご

なり，大L三十六吋］望丁目な以って・ペ

ライン氏等ε共にi彗星や二重星の臨写観

側に從乱し，其の優秀な技術艮A・∫．誌

の生筆チャンドラー准驚嘆ぜしめナこ．ハ

セィは1905年までリクに居すごが，其の間

に，エイ下ケン氏亡共同して北天に於け

ろ二重星の縫調査（Durchmusterung）為
’敢行し，　其の結果，　1338…封の新二重星ゐρ

獲見し，ナこめ［：，1906年にばフランスの

アカデミからラランド金牌な授與され
7；．1905年十月に彼にま六母校ミシガン

大學に招き麟されて，天文學教授兼「デ

ト財トj天皇物療ミなつ7こ・其れから
．は総意庇の天丈皇の設備改善iに努力し，

遽に1911年に【工「37吋牛」の大反射望遠鏡

為党成しナこ．之れピ殆んご同時に，南来

アルゼンチン國ラプラタ（La　Plata）大學

の交渉な受けて，遂に其の天丈壷皿な兼

ねるこピ、なり，爾來，ラプラタオアン

ナ瀞ア亡に時間の牛々」5e’．莚iるこS［：し

ナこ・叉，二十四五年も以前から，ハセイ

に南天の二重星な観測する7；め，いろい

ろの計上葎立て，現にラプラタでit三百
野絵の新二重星為護糊しナこ程であるが，

省ほ，一方に於いては天界皇の新敷地な

捜索するミ共に，他方に於いてに大望逡
鏡の設計製作等々企て7こ．1922年以來，

彼ばプラシァ工場で「二十七吋」レンズな

贋かしめ7こが，1925年に之れが完成しf；

ので，いよいよ新腰丈豪な南アフリカ英
領〔のプルムフナンテイン（Bloemfontein）

に設立するこビに決め，昨1926年秋，ロ

弓’ター氏ビ共にアンナボア口出怪しナこの

であっナこが，不幸にして英京滞在申ホテ

lVで客死し7こ。（前節塗照・）

○ドナーチの百年詑念N・t・・e誌
1こ嫁るオ，昨1926羊十二月16［lit　／タリ

や國の天丈幽暗ドナーチ（Giovanni　Bat－

tista　Donati）の誕生日から一百年目に當

るのであるビいふ．ドナーチE言へば直
ぐあの大彗星の獲見者六るこミた聯想す

るが，實際，彼ば其の外にも五回の彗星

獲蝦腰やつてみるのであって，即ち下記
の通り・

，

1

2

3

4

μ
O

6

1854年第四號彗星
　　　　　　（同年九月18日識見）

1855年」第二號

　　　　　　（同年六月3日三見）

1857年第六號
　　　　　（同年十一月10日獲見）

1858年第六號
　　　　　　（同年六月2日総見）

1864年第三號
　　　　　　（同年七月23日獲見）

｝864年第一號
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　　　　　　　　　（同年九月9日獲見）

ドナチにイタリや國ピサ市に生1コ口26歳
の蒔…，　フ／レ’ン）ジ＝エ（Fi「enze）1天…文≡＄1＝

入つ一（豪長アミーチ（G．B・Amici）教授

の助手ごなり，1863年にアミPチか死ん
で，翌年ドナチがi駅長電なり，其の後，

四十六歳で死するまで十年間此の地位に

居ずこ・彗星の襲見に皆此のブイソン）P　x

天意壷で行ばれナこものであるが・術ほ其

の1ま洲二，彼笹星のスベグト　v拒研究し

1864年にば彗星のスペ狩ル中にガス禮
のあるこオた広見し7こ・又，恒星たスペ

クトシによって物理的に分類するこtの

可能性な公言しすご・1860年七月18日の皆

既日食た彼ばイスパニア國｝ソプランカ

で魏測しtlこSもあっナこ・彼阻873年入

月ナース団アのギーン市に開かれナこ國

際氣象會議に列席中，コレラに感染し

同年九月二十日目ア，ンチXト、〕の自宅に

蹄着するS間もなく死んだ・

0米國よリ日食二二隊行く　隔
る六月29日の日食観1姻に，米國プジニァ

大貫では，」・A・Chalone「Sいふ富豪の

寄附金によって，同大學天爵墓長S・A・

Mitchell氏が。ノルエーへ出張する：S

になつナこ。ミチエル氏の目的ば太陽雰團

氣，蘇に紅焔の観測であろから・こんこ

のmpうな短時間の皆既日食［：も差支へ（t

無いわけである・

Oロンドン理學博物館の天文
部開設英京。ンドンの南ケンシント

ン（South　Kcnsington）にあろ理學博物館

（Science　Museum）内に，去る1926年正2月

ユ日から新しく天文？K（Astronomy　Galle－

ry）ヵs開p、れ、　同12　月29日しの大英天丈協

會（B．A．A．）の例會1：，上記の天丈部の皆

掛者であるバクサンPt“　JV（D・Baxandall）

が大醗の説明秘しずこ．其れによる亡，元

S，1876年に博物舘の奮居室（Westem
Galleries）で，二丈敏育や研究上の遥遥品

ぜ共に，いろいろ天丈史に目測ある出品
為r陳列し7ここミがあり，其；の時にはAiry，

Huggius，　Lockyer，　M］in，　Earl　of　Rosse，

W．de　la　Rue等の天丈家が斡旋し7こも

のであるが，此度の天丈室にば當時の出

品がばやり陳列tfられてるるのであって

主な興昧為・慧くものば，

）“　）］ソナが作った望壷口（数箇），

上記の粗製品，

F）Jチエリ（Torricelli）の望遠鏡の復製品

‘‘Christopher　Cock，　Londini，　1673，，の署

名ある望遠鏡，

（此のコij　li，昔ニウ〉ン，フラムスチ

ノド，フ〃等の使つすこレンズ類な作った

人）

第十七世紀末から点景世紀初め頃HGwe，
Ma・sha1ユ，蟹・nn等の四つナこ晶晶鏡類，

ドロンド商會の初期の色滑望遠鏡（其の
中の二つ［t1758－1761年頃の作，・・∫ohn

Dollond＆Son”の署名あり），

ニウトン原作の反射’望遠鏡・

Scarlett，　Sh・・t，　Martin等製作（1738－176

0年）のグレゴリ式反射鏡，

「六眼」ロス卿反射鏡のモデル，

上記の鏡面（實物），

アラビヤ製アストロラーベ（1067年頃）の

復製品・航海用アストロラーベ（第16世
紀）．

十字棒，

Backstaff；

初期の・・ドソィ作の八回忌（Octant）；

クグ（Captain　Cook）　の使用しtこ六分儀
（Sextant）　；

テイヒヨ・プラーへの象限儀（quadrant）復

製；

ハツ（Hull）のシニア（W・．　Senior）作の小型

象限駿，

Sisson　Bird製の二丈用象限儀，

DoIlond及W．＆S・Jones作の携帯現赤道
儀，

ハーシェル’や　Southカミ（1821－23年＝頃）

二重星観測に用みすこ「5吠．」赤i99“．儀，

1806年Troughton製の「4呪」子午儀
（Groombridgeが用みれもの），

トーマス・ラaト（Th．　Wr1ght）作の三球

儀，

Senex作の天球儀二個
wふ一シェルが「映」ニウ1・ン式望遠鏡

製作に用ゐ六道具，
w．・・一シエ］v作の「7吋」二vトン式反射1

鏡，

サー工Hersch・1が1839年［こ初めて作つi：

ガラス爲眞板（父・…一・・／エルのSl・ughl：
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ある「40rR」反：身ij’9“Xの手書），

サ鱒Jハ帥シェルが1840年に用ゐ7；分
光器・

Wハーシェル作，「90分置1吋」焦黙距離の

接眼玉・

◎尋ンネケ彗星來らん
　去る1921年に地球へ近づいて或ろ迷信

冠會准騒がぜナこ麺堕名なポン・ヰンネ
ケ彗星（Pons－Winnecke，s　comet）が今1927

年もやって來る・今年に舞常に珍らしく

　　　　　　　　　　　　　　エ地球に近づき・六月の下旬ににを「輩位

（自口ち60000000キロ，或1［15000000里）

にも近づくので，英國のグロムメ”ン老
なごi工「月に次ぐ近距離だ」電言って人々

の注意を促がしてみる・尤もA．tt未だ登

見されてるないが，近ゼうちに世界の誰

かダ獲見目ろだらう・（此の前の1921年置

は：ヤーーキースのバーナードが1獲麗しすこの

であっ1こが，バーナードに今．P故人亡な

ってゐゐ．）

　既の星lt光輝は左程大きくならないか

も知れないが，盛んな流星群た俘なうの

で有名である．1921年の時は京都大學の

中村Kが罪常に澤山の流星為六月末から

七月初め頃に観測し7こが，其の後一二年

間，同氏が見すこ経瞼によって，既の流星

雨は六月の初めから入月頃まで見えるS
言ってゐられる・特に今年ば此の流星雨

が未曾有の肚観潜モ呈ずるだらうビ豫想さ

れてるるので，京都大學でも六七月頃何

等かの方法で特別な観測プログラム為具

禮化しやうtR下計書中である。本會観
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置郷の流星課も大に準備して好い成績な
得ナこいものであろ。

⑳新しいi彗星三つ
　今1927年1：なってカ“ら既［：三つの彗．5モ

が襲明され7こ．三つ1工何れ，も新しいもの

らしい・1927a彗星一之れば去る一月
13　H　・Dユ脚8分・（or…）　＝チ特）【こ雨アフ

IJカのプ，レムフナンテイン（Bエoem
ontein）のプラスzイト（］31athwayt）氏が

叢等しすこもので，

　　赤経＝15h　44mOs　赤緯鵠一29。46’

光度［tggeoであった・此の星ば其の後南
＾行き二月二十日頃南緯70。に達し，其
の後再びdヒ上して來うが六月以後の曉天

エリダン座に見えろ筈である，
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　1927b彗星一之れ1工去る一月26　日の

1g特43分5（グリニチ特）に南アフ1）カの

ケ1プタウン市にみうり1ド（W．Reid）
氏が愚見しナこもので，當蒔

　　赤経＝22h　30m40・赤緯＝一57。4gt

光度拭8等0で，東行しつsあっ7こ・此の

星も暫ば南天にあろが，三月末がらエ1）

ダン座な北東に平行しつy，四月ににオ

けン大星雲附近な通日する筈である・

（プレテン第103號）

　1927c彗星一之れは三月十日の10暗
4分8に来國ミドツタウン市エスソイ大
聖助教授ステアンス（Stea「ns）が獲見しずこ

ものであって，當時

　　赤経＝15h16・・6・毎日16s西へ

　　赤緯＝十2。38t17”同19ノ北へ
　光度［工10等0であっずこ・倒れに可なり

好都合に観望し得られるであろう．

　但し何れも10センチ以上の望遠鏡が必
要：である．（三月十七日）

㊧八一ヴード學院天文蔓の新
出張所
　近着報によれば，来國？・　・一　9“　・一ド學院

天早臥（Harvard　Coliege　Observatory）ば

今般南アブ））力英領ナソン：7“自由州
（0’an，　ge　Free　State）L首都プル’一ムフナン

テイン（B：oemfontein）（東径26010’，南緯2

907’）1こ…嘉しく一一出張所な設けろこピ【こ

なつ7；　Sいふ・

　近暗、欧米の二丈墓が南亜ap南来に出

張所た設けるこ書が釜々盛ん定’なり，一

種の流行のPうに皆南天の硯三目もく

ろんでるる・今試みに有名なもの奄列記

するE，

　纒筆者　　　出　張朝
来國リク天文墓南米チリ國サンチアゴ
同．・N　一P“　”・ド學院

　　　　　　　同ペツ1國アレキパ
同　同　　　　　同　チリ國

同同　南阿プ）y一ムフナンテイン
同スミソン學院南米チリ國モンテズマ
同　エール大恥　南阿ツヨハネスバーグ

同　アンナ瀞ア大流

　　　　　　南阿プ）V　一一　Aフナンテイン

二一ラ／デン大學

　　　　　　　　南阿ジ’ヨハネスバーグ

濁國ボ）ソダム天文皇

　　　　　　　南来瀞リギア國ラバヅ
th．「出張所」εは言へないが，特別な親

密開発にあるもの（t，

英國グ1〕ニチ天憶意　南阿ケープ天丈蔓

来國アンナmeア大筆　南来ラプラタ大物

来國）Jク天文墓　　　同コルドバ天文蔓

猫國ゲチンゲン大半　同　ラプラタ大恥

　　　　　　　本會ブレテン第百號を越ゆ

　本會観測部の機關誌tして嚢行されてる）る山詞「ブレテン」ば去る一月三十一日の

第100號た獲行しナこ．そして此の第100號にtち第1號恥曝の既刊號の記事の総索引

た載ぜた．

　ブレテン第1號が出7このば過ぐる大正十年（1921年）十二月12日であって・其の

後，今日まで五年目絵．但し，其のうち1曾23年九月から1925年五月まで約一年雫の

聞に資力不充分の7：め獲刊な中止してゐ7：から，獲刊期聞中だけの亭均を取って見

るS，毎月2・3號つつSなる・
　ブ4予・の内容艮，彗星，流星，太陽，攣光星等の天丈現象な，豫報及び報昏す

るこ（から，筒取丈台P天文家ナこちの動艀や，會の諸種の會合等に至うまで，いろ

々々であって，中にば又，各種の研究論文の概要も載り，叉，船橋や銚子の無線電
信局から毎日i隻信される精密蒔刻の修正値：も近頃載ぜられるmpうになつt；’

　島蔭の翻測部員Sしてブレテンの無代配布た受けてみる人が約百人，其の他，交

換ぜして既のブレテンに全世界の約百ケ所の天文台へ途られてある．第65號より引

き績いて毎號之れが宮中に献上9られっyあるのば言ふまでも無い・
　將來は，齪測部員の主なもつ窯跡して，底心部敷な多くし，從って又，襯測部

費な廉にし　ひろく一般會員才こ引＝讃んで貰び，學界の近状に接して貰び7こいもの

であろ，


